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＜ANA について＞  
ANA(全日本空輸株式会社）は、1952 年に設立され、現在は国際線 41 都市 83 路線、国内線 50 都市 119 路線に就

航し、約 250 機の航空機を運航しています。従業員数約 13,000 人が在籍し、2015 年度には約 51,000 千人の旅客と 約
1,300 千トンの貨物を輸送。1 兆 7,911 億円の営業収入（連結ベ－ス）となりました。ANA は、1999 年以来、スターアライ
アンスの中核メンバーとして、太平洋路線におけるユナイテッド航空との旅客共同事業や欧州線におけるルフトハンザ
ドイツ航空、オーストリア航空、スイス航空との共同事業を実施しています。また、ボーイングの 新鋭機 787 型機のロ
ーンチカスタマ－であり、かつ 大機数を運航しています。  
 
全日本空輸株式会社(英文社名 All Nippon Airways Co., Ltd.） 
〒105-7140  東京都港区東新橋 1-5-2 汐留シティセンター 
ホームページ： http://www.ana.co.jp 
電話：03-6735-1111(ANA 広報部) 
 
＜ITE（アイ・ティ・イー(株)）について＞ 

アイ・ティ・イー株式会社は、2007 年 8 月に保冷エネルギーを効率的にマネジメントすることで、世界的に医薬品や食
料を無駄なく効率よく配送して資源保護を推進することを目的に設立されました。温度管理システムの研究・開発、その
実用化による製品化と、販売およびライセンスを世界市場向けに展開しています。 

定温システム｢アイスバッテリー®システム｣によって、物流における商品などを一定温度で長時間保存できる次世代
型システムで企業間および消費者間にソリューションを提供し、医薬品や食料のサプライチェーンにおいて多くの飛躍
的向上を可能にするものです。さらにドライアイスなどを多用する既存の物流システムをアイスバッテリー®に代替する
ことで CO2 排出量を大幅に抑え、安全で省エネルギーを可能にするなど、地球の天然資源に配慮した製品です。航空
貨物の管理保存システムにおいて現在いくつかの特許を申請中です。 
 
アイ・ティ・イー株式会社 (英文社名 Innovation Thru Energy Co., Ltd.） 
〒100-6510  東京都千代田区丸の内 1-5-1 新丸の内ビルディング 10F 
ホームページ： http://www.icebattery.jp/jp/  
E-mail：info@ithrue.com 電話：03-3287-7327 FAX：03-3287-7328 


